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自動車盗難等の発生状況等について

１ 自動車盗難等の防止に関する官民合同プロジェクトチームの概要
「国際組織犯罪等対策に係る今後の取り組みについて」（平成13年８月29日国際組織

犯罪等対策推進本部決定）に基づき、自動車の盗難及び盗難自動車の不正輸出を防止
するための総合的な対策について検討するため、「自動車盗難等の防止に関する官民合
同プロジェクトチーム」を設置し、「自動車盗難等防止行動計画」（平成14年１月策定、
令和４年12月改定）に基づき、イモビライザ等の盗難防止機器の普及促進、自動車の
使用者に対する防犯指導、広報啓発等に取り組んでいます。

※ 「自動車盗難等の防止に関する官民合同プロジェクトチーム」構成団体
警察庁、財務省、経済産業省、国土交通省、一般社団法人日本損害保険協会、
一般社団法人日本自動車工業会、全国共済農業協同組合連合会、
一般社団法人全国警備業協会、公益財団法人全国防犯協会連合会、
一般社団法人全国レンタカー協会、一般社団法人全日検、
一般社団法人全日本駐車協会、一般社団法人日本貨物検数協会、
日本自動車車体整備協同組合連合会、
一般社団法人日本自動車整備振興会連合会、
一般社団法人日本自動車販売協会連合会、日本自動車輸入組合、
一般社団法人日本自動車連盟、日本中古車輸出業協同組合、
一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会、
公益社団法人日本防犯設備協会、一般社団法人日本損害保険代理業協会、
一般社団法人日本オートオークション協議会

２ 自動車盗難の情勢
自動車盗難はピーク時に比べると減少していますが、特定の地域では依然として多

発しており、次のような特徴が見られます。
○ キーなし（盗難時にキーを抜いていた等）の割合が高い

盗難被害に遭った自動車の４台に３台がキーなしの状態で被害に遭っています。
○ カーナビやナンバープレートも被害

自動車本体だけでなく、カーナビやナンバープレートが盗まれる被害も発生して
います。



３ 自動車盗難の実態
○ 犯罪グループが犯行に関与

犯罪グループが組織的に関与し、犯行に及んでいるものがあります。
○ ヤード等で不正に解体

犯罪グループにより盗まれた車両は、ヤードに運ばれ、不正に解体されているも
のがあります。
※ヤード
警察では、周囲を鉄壁等で囲まれた作業所等であって、海外への輸出等を目的

として、自動車等の解体、コンテナ詰め等の作業に使用していると認められる施
設をヤードと呼んでいます。

○ 海外へ不正に輸出
盗難被害に遭った自動車は、解体されて中古部品として海外に不正に輸出されて

いるものがあり、実際に海外において日本で盗難被害に遭った自動車の部品等が多

数発見されています。
○ 他の車両と合体させて販売・流通

解体した盗難自動車を他の車両と合体させて真正な車両として不正に登録を受け、
販売・流通させる例があります。

○ 組織犯罪等の資金源となっている
盗んだ自動車やカーナビ等を販売して利益を上げるなど、暴力団や犯罪組織の資

金源となっているものがあります。
○ 盗んだナンバープレートを他の犯罪に利用

警察の捜査を逃れるため、盗んだナンバープレートを別の車両に取り付け、他の
犯罪を行う時に使用する場合があります。



４ 自動車盗の認知・検挙件数・検挙人員の推移
自動車盗の認知件数は、平成15年（６万4,223件）のピーク時から大幅に減少してお

り、令和４年は5,734件とピーク時から１割以下にまで減少しています。検挙件数につ
いては、平成17年（１万4,898件）以降、減少傾向にありますが、一方で、検挙率につ
いては、令和４年は45.6パーセントになっており、約半数が検挙されています。



５ 自動車盗の都道府県別認知・検挙件数・検挙人員
自動車盗の都道府県別認知件数を見ますと、認知件数の上位５府県（千葉県、愛知

県、茨城県、大阪府、埼玉県）で全体の58.5パーセントを占めています。



６ 自動車盗の認知件数（キーあり・キーなし）の推移
自動車盗に占める、キーなしの比率は、平成15年以降、70パーセント台で推移して

おり、令和４年は全体の74.8パーセントと、４台に３台がキーなしの状態で被害に遭
っています。

※ 「キーあり」とは、エンジンキーがイグニッションスイッチに差し込まれ、又は運
転席若しくはその周辺に放置されていて被害に遭ったもの。

※ 「キーなし」とは、「キーあり」以外のもの。



７ 自動車盗の駐車場所別認知件数の推移
自動車盗の発生場所については、「一般住宅」が最も多く、令和４年は全体の38.9パ

ーセントと、約４割が一般住宅において盗難被害に遭っています。
また、依然として「駐車場」における発生も多く、令和３年は全体の27.2パーセン

トとなっています。



８ ナンバープレート盗難被害状況及び盗難防止ネジの活用について
車両の部品が盗難被害に遭う「部品ねらい」の認知件数は、平成14年以降、大幅に

減少しています。一方で、部品ねらいに占めるナンバープレートの被害の割合は、令
和４年は46.8パーセントと、依然として高い割合となっています。盗難されたナンバ
ープレートは他の犯罪に悪用されるケースもあるため、警察庁では、防盗性が高い「盗
難防止ネジ」の普及促進を図っています。

※ 部品ねらいは、自動車、オートバイ、自転車等に取り付けてある部品、付属品を窃
取する手口である。

※ ここでいうナンバープレートの盗難被害件数は、部品ねらいにおけるナンバープレ
ートの被害件数であり、部品ねらい以外の手口によるナンバープレートの被害件数は
含まれていない。

※ 一つの事件について３以上の品物の盗難被害があった場合、被害品数は３品目を限
度として計上しているので、ナンバープレートが被害品として計上されていない場合
があり得る。

※ 平成15年以前は、ナンバープレートの盗難被害件数の統計はない。

128,539 120,726 112,161 103,772 88,739 78,016 76,109 76,342 68,375 57,981 51,828 45,981 37,797 32,600 28,403 27,353 20,966 16,585 13,453 13,047 13,301

うちナンバープ
レート被害件数 - - 41,764 36,021 29,274 25,569 23,207 21,869 20,745 20,482 19,256 17,817 15,509 13,529 12,629 12,289 9,709 8,267 6,608 5,833 6,231

ナンバープレート
被害の割合（%） - - 37.2% 34.7% 33.0% 32.8% 30.5% 28.6% 30.3% 35.3% 37.2% 38.7% 41.0% 41.5% 44.5% 44.9% 46.3% 49.8% 49.1% 44.7% 46.8%

平23 平24 平25平22 令２ 令３

部品ねらい認知件数

平19 平26 平27 平28 平29 平30 令元平20 平21 令４平14 平15 平16 平17 平18



９ 自動車盗の車名別盗難台数及び盗難率
令和３年及び令和４年中における盗難台数が多い５車種（通称名）の盗難台数及び

盗難率は、下記のとおりです。

※ 未遂等を含まないため、犯罪統計における自動車盗難認知件数と異なる。
※ 盗難率は、車名（通称名）別の盗難台数を、保有車両数（一般財団法人自動車検
査登録情報協会統計「自動車保有車両数（各年３月末現在）」）で除し、1,000を乗じ
たものである。

10 自動車盗難の防止対策
⑴ 盗難による被害
○ 不便になって仕事や日常生活に支障を来すことになります。
○ 愛車がなくなり、ローンが残ってしまいます。
○ 車両に残していたクレジットカード、運転免許証、携帯電話等は不正に使用さ
れたり、他の犯罪に利用される可能性があります。

○ 被害車両が発見されても、損傷が激しく、これまでのように使用できないこと
があります。

⑵ 主な盗難の手口
○ 窓の隙間から針金等を差し込んでドアを解錠し、車両に侵入する。
○ ハンマー等で車のガラスを破壊し、車両に侵入する。
○ 工具等を使ってドアを解錠し、ステアリングロックを破壊してエンジンを始動
する。

○ 車体にマグネット等で隠しているスペアキーを探し出す。
○ 家に侵入し、車のキーを盗む。
○ レッカー、けん引車で車を丸ごと盗む。
○ 鍵を預かる施設で車の使用者になりすましてキーを受け取る。
○ リレーアタックやＣＡＮインベーダーと言われる、特殊な機器を使用する手口
がある。



⑶ 盗難防止対策
○ 確実な施錠

短時間でも車から離れる時は、完全に窓を閉め、キーを抜いてハンドルロック
とドアロックをしましょう。

○ イモビライザの装着
盗難被害に遭わないためにも自動車にイモビライザを装着しましょう。

○ 盗難防止機器の活用
センサーが衝撃・振動・音等の異常を感知し警報音を発する警報装置、ハンド

ル固定器具、タイヤのホイールロック、ＧＰＳ追跡装置等の盗難防止機器を活用
しましょう。

○ 防犯設備が充実した駐車場を利用
見通しがよく、防犯カメラや照明等の防犯設備が充実し、管理された駐車場を

利用しましょう。自動車盗難は、自宅の駐車場でも多く発生していますので、自

宅の駐車場でもセンサーライトや防犯カメラなどの防犯機器を設置しましょう。
○ 貴重品は車内に放置しない

車内に現金、カード類やカバン等の貴重品を置いたままにすると犯罪を誘発し
ます。車からを離れる時は、必ず持ち出しましょう。

○ 自動車部品にも盗難防止対策
ナンバープレートやタイヤ、ホイール等の部品ねらいに注意が必要です。盗難

防止ネジなどでしっかり固定するなどの対策をしましょう。
※ イモビライザとは

キーに内蔵されたトランスポンダから出される複雑な暗号（ＩＤコード）を車両
本体内のコンピュータで照合し、正規のキーと判定されないとエンジンが掛からな
い盗難防止装置（メーカー純正品の例。その他、市販の後付けタイプもあり。）。キ
ー自体の機能と電子的な暗号のダブルロックで車を守るもの。


